
野菜展望 P1

4月
2024

だいこん
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
93 110 ♯ △♯ ♯ 95 96%

販　売
見通し

各地、暖冬により生育は前進傾向だったが、3月の低温で通
常ペースに近付いている。神奈川産は上旬には切り上がる
も、千葉産が最盛期を迎え、茨城産もスタートする。全体量
が一時的に少なくなる場面はあるが、月後半は充分な出回り
が見込まれる。予想入荷量は前年並みで平年をやや下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

千葉 
(80％ )

ちば
みどり 

( アグリ
タウン )

B

播種時の乾燥の影響で横縞症が見られるもの
の、現状では例年通りの出方となっている。4
月は最盛期となる時期で安定的な出回りを見
込む。降雨が充分にあり、今後は暖かくなる
ので4月頭には潤沢な出回りも予想される。

とうかつ
中央 

(マル初)
A

作付は前年より若干減。生育は前進傾向で推
移していたが、ここにきて低温により生育停滞
中。3月末から出荷スタートしたが本格出荷は
4月に入ってから。ただ、生育に大きな問題
はなく、数量は平年並みにある予想。

にんじん
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
177 210 ♯ △♯ ♯ 170 98%

販　売
見通し

上旬は徳島産が天候不順で播種できていない部分の出荷
タイミングにあたり、出回りが薄くなる見通し。増量は中旬
以降となる模様。予想入荷量は少なかった前年並みで平年
を下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

徳島
(84％ )

板野郡
( 栄 ) B

2～3月の低温の影響で生育緩慢化、4月中
旬までは入荷少なく、特に2L、Lは不足する
見込み。中旬以降は採種できているシーズン
に入るが、生育次第のため少ないまま4月を
推移する可能性あり。

4月主要品目産地別生育出荷情報及び単価見通し（全都扱い）
○強い　○＃強保合　＃保合　△＃弱保合　△弱い　単位：円/kg,％　
主産県：（　）内数字は前年の全都入荷量構成比　出荷現状：Ａ…出荷開始、Ｂ…最盛期、Ｃ…末期
（状況は2024年3月20日現在）

本資料の無断転載はご遠慮下さい。
記載内容の文責は営業管理部業務2課
（電話番号：03-5492-2041）

【4月まとめ】
3月は前月までの温暖な気候が影を潜めて気温の低い日が多かった。それまでは暖冬に
より前進出荷の傾向が強かったが、2月下旬からの天候不良と気温低下により生育や
収穫の停滞が生じて作型の端境となる品目が多かった。白菜は秋冬作が終盤で減少す
る中、春作が低温のため入荷量が伸び悩み、月を通して堅調相場が続いた。キャベツ
も降雨・低温により収穫・生育が滞り、春商材の需要がある中で春系キャベツは引合
い強し。冬系も加工需要あり相場は底堅かった。レタスは月初まで安値基調につき、
茨城産などで出荷抑制が行われた。中旬からは生育停滞もあって出回りが減少し、不
足感から相場上昇が続いた。胡瓜は月初から生育停滞による入荷減で相場は高騰した
が、中旬以降は高値疲れや数量回復により相場は徐々に落ち着いた。馬鈴薯は雨天に
よる鹿児島産の収穫停滞から品薄感が漂い、発芽懸念で引合いの弱かった北海道産

にも需要が波及した。野菜総体の3月中旬入荷量は前年比92%、kg価格は304円(同
115%)という高い水準。
3月下旬は白菜・レタス・ブロッコリーなどで相場高騰が目立つが、降雨は充分あるため
今後気温が上昇すれば出回りは回復してこよう。トマトは4月に入ってもしばらくは数量
少なめだが、ほか果菜類は厳冬期を抜けて全体量は増えてくる見込み。馬鈴薯は鹿児
島産が降雨による収穫停滞があった分、4月の出回りが多くなる予想。長崎産は生育順
調で馬鈴薯全体量は充分の見込み。高騰した品目は増量次第、3月の高値からは落ち
着いてくる。4月末にはGWを控えた需要増も出てこよう。4月の野菜総入荷量は平年を
やや下回る予想。見通しkg価格は、高かった前年と同水準の275円(100%)で平年をや
や上回る。

はくさい
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
101 180 ♯ △ ♯ 90 105%

販　売
見通し

出回り産地はほぼ茨城産のみとなる。3月中下旬は春作が増
え切らず不足が生じたが、4月は増量。中旬には出荷ピーク
を迎える見込み。予想入荷量はやや少なかった前年並みで
平年をやや下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

茨城
(99％ )

常総
ひかり

(八千代)
B

春作の作付は前年比微減。3月の低温により
白菜の締まりが悪く、量目も乗らないため出荷
が少なくなっている。4月は気温が上がるため
生育が進むのと、出荷盛期を迎えるため増量
してこよう。

キャベツ
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
93 110 〇♯ △♯ ♯ 105 99%

販　売
見通し

神奈川産は前進傾向で上旬に出荷ピークを迎えるも、愛知
産の冬系が切り上がりにむけ減少して相場は堅調展開に。
下旬は神奈川産がピークを過ぎ数量落ち着くが、千葉産が
盛期に向け漸増するため大きな端境はないと見る。予想入
荷量は前年並みで平年をやや下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

神奈川
(42%) 三浦市 B

3月は低温のため生育が停滞し、現状の出方
は前年を下回っている。3月に出なかった分、
4月の出回りに重なることが予想され、天候良
く気温が上がれば4月頭から潤沢に出る可能
性あり。

愛知
(34%) 豊橋 B

暖冬により前進傾向で推移していたが、現状
は低温により例年並みのペースになっている。
サイズは6・8玉中心。4月上旬以降、数量
は落ち着いてくる見込み。

ほうれんそう
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
558 530 〇♯ △♯ △♯ 450 85%

販　売
見通し

月初の量販店特売需要から、上旬の相場は堅調推移。中旬
からは山手の夏秋産地が増加して相場反落。下旬は夏秋産
地と終盤の秋冬産地とが重なり荷動き鈍化の気配。予想入
荷量は前年並みで平年をわずかに下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

茨城
(45%) 茨城旭村 B

作付面積は微増。3月までは天候不順のため
前進傾向と後ろ倒しの繰り返しになっていた
が、4月は大きな問題なく、例年並みの出荷
量が見込まれる。極端な前進傾向だった前年
よりやや遅れるものの、出荷傾向は例年通りだ
ろう。

群馬
(38%)

太田市
( 藪塚 ) B

2月に生育が前倒しになり、3月の出荷量は
減少した。ただ、3月下旬には出荷量が回復
傾向にあり、4月への影響はない模様。天候も、
寒暖はあるもののおおむね順調で、平年並み
の出荷となる。月を通して、平均した入荷が見
込まれる。



野菜展望 P2

4月
2024

ね　ぎ
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
361 330 ♯ 〇♯ ♯ 350 112%

販　売
見通し

千葉産を中心に埼玉・茨城産の出回り。生育は順調で引き
続き太物傾向。中旬は春ねぎが終盤で減少して相場は強含
みの展開に。下旬は茨城産の夏ねぎが漸増も、水稲作業に
よる出荷減や大型連休を控えた需要もあり引合いはあると
見る。予想入荷量は前年並み～微増で平年並み。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

千葉
(35%)

ちば
みどり

(そうさ)
B

例年通りになる見込み。3月は春ねぎであっ
たが、4月は春ねぎに加えて、10日頃から夏
ねぎの出荷が始まる。夏ねぎの "プレミアム "
は、4月15日ころ始まる。春ねぎの減少と
稲作の作業と重なるため4月20日～22日
頃には収穫が少なる見込み。春ねぎは2L・B
中心の太め、夏ねぎはL中心になる。

茨城
(22%) 岩井 B

4月は春ねぎが終盤を迎え、中旬からは初夏
ねぎの出荷がスタートする。保温の被覆資材
を外したあとに強風を受けて葉先の折れが生じ
ているため、前進傾向だった生育は平年並み
に戻った形。ただ、太りは良く4～5月にか
けては潤沢な出回りが見込まれている。

レタス
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
192 260 △ 〇♯ ♯ 190 117%

販　売
見通し

茨城・兵庫産が前進出荷により中旬には減少見込みから相
場は強含みの展開へ。下旬は群馬・長野産が漸増して引合
いは収まるだろう。予想入荷量はやや少なかった前年並み～
やや減で平年を下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

茨城
(66%) 岩井 BC

2月までの生育は前進していたが、3月は寒
の戻りで生育が停滞。後の作が付いてこず、
現状の数量はかなり少ない。ただ、降雨は充
分あるので気温が上がれば後続が出てくるた
め、順調に行けば4月は平年並みの数量が出
る予想。玉の形状は良く、Lサイズ中心の出
回りが見込まれる。

兵庫
(10%) あわじ島 Ｂ

作付け面積は若干減少。3月は寒の戻りと降
雨により出荷が減少したが天候が回復して温暖
になれば順調な出荷となる見込み。玉流れは
L＞2L。

きゅうり
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
505 380 ♯ △♯ △♯ 300 96%

販　売
見通し

埼玉・群馬産は5月の盛期に向け漸増、中下旬には一度目の
出荷ピークを迎える見通し。生育に大きな問題はなく、全体
量は充分と見る。予想入荷量は前年並みで平年をわずかに
下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

群馬
(28%) 邑楽館林 B

3月下旬は天候悪く気温が低いので出方はほ
どほどだが、今後は気温が上昇するので4月
に入れば数量は回復が見込まれる。害虫も少
なく、天候面以外は大きな問題がない状況。

埼玉
(23%)

ふかや
( 北部 ) B

半促成タイプは現在（3/26）のところ順調な
出荷だが、無加温タイプについては３月の定温・
乾燥により若干の遅れが見られる。4月中旬
には出揃う見込み。作付面積は前年とほぼ同
様で、4月としては前年並みの数量を見込む。
ピークは4月下旬～GWとなるだろう。

なす類
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
469 470 ♯ 〇♯ △♯ 410 97%

販　売
見通し

高知・福岡産中心の出回り。天候不順で3月末は出方が少な
い状況。4月は天候が良くなれば幾分か増えてこよう。また、
関東産がまだ少ないながらも漸増する。予想入荷量はやや
少なかった前年並み～やや増で、平年よりやや少ない。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

高知
(54%) 高知県 B

3月末時点では天候の悪い日が多く生育が停
滞して出荷が少ない状況。着果はあるが肥大
が鈍く、病害も一部だが出始めている。4月
は気象条件が良ければ増えてくるが、大幅な
増量とはならず。

福岡
(19％ )

南筑後
( 瀬高 ) B

天候が悪く寒い日は数量が出ない状況。晴れ
て気温が上がれば幾分は増えるが、着果自体
が少ないので急増はせず。花は着いてきてい
るので、その分が出荷となる4月下旬にはま
とまった出方となるか。

トマト
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
408 450 ♯ △♯ △ 370 91%

販　売
見通し

熊本産中心に栃木・愛知産等の出回り。3月下旬は低温によ
る生育停滞で少ないが、暖かくなるにつれ増量。中旬以降は
充分な出回りが見込まれる。予想入荷量はやや少なかった
前年並みで平年を下回る。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

熊本
(31%)

八代地域 B

3月下旬は低温による生育停滞で数量少なく、
4月もしばらくは少ない状況が続く模様。着果
は良好で、増えて来るのは4月10日以降と
見るが、気象条件が悪ければさらに後になる
可能性も。GW前には充分な出方になる予想。

玉名 B
現状は花飛びしている段の収穫につき大幅に
減少中だが、4月は回復に向かう見込み。出
方も山谷なく、例年通りの数量が予想される。

栃木
(26%)

しもつけ
ほか B

越冬長期採り栽培・促成作型とも生育は順調。
3月末時点では低温により出回りはやや落ち
着いているが、次月は出荷最盛期の5月に向
け増量傾向となる。

ピーマン
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
821 790 ♯ △ ♯ 520 88%

販　売
見通し

宮崎・高知産のまとまった出荷が続く中、茨城産が盛期に
向け増量が続く。各地、生育は概ね順調で、中旬には潤沢な
出回りが見込まれる。予想入荷量は平年並み。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

茨城
(52%)

なめがた
しおさい

ほか
B
暖冬で生育は順調推移していたが、3月末時点
では気温低下により1週間ほどの遅れが見られ
るようになっている。ただ、出荷盛期を迎える
ので中旬にかけては一段と増量すると見る。

宮崎
(26%) 宮崎中央 B

直近の数量は横ばい推移の見込みで、順調に
行けば4月初めに増量となる予想。着果・肥
大は問題なく、4月は例年通りの安定的な出
回りとなろう。
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4月
2024

ばれいしょ類
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
142 170 △♯ ♯ △♯ 130 64%

販　売
見通し

鹿児島産は大玉傾向。長崎産は生育順調で例年より早い
ペースで増量の見込み。産地が重なり荷動き鈍化の気配。
北海道産は発芽懸念のため切り上がりは例年より早まるか。
予想入荷量は前年を上回り平年並み。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

鹿児島
(48%)

鹿児島
いずみ AB

3月の荒天による被害はなく、生育は順調で、
例年通り春作はL中心の出回りとなる見込み。
作付面積は昨年とほぼ同じ。ただ、暖冬の影
響により、4月中旬には出荷のピークとなる。

たまねぎ
前月上中旬 下旬見込み 上　旬 中　旬 下　旬 見通し単価 前年比
165 150 △♯ ♯ ♯ 120 109%

販　売
見通し

佐賀産の生育は概ね順調で、盛期を迎え増量が続く。北海
道産は終盤を迎える。佐賀産の増量とともに相場は軟化の
気配。予想入荷量は平年並み。

主産県 産地名 出荷
現況 作　柄　状　況

佐賀
(43%)

さが
( 白石 ) B

1～ 2月は雨が多く、気温も高かったので、
草丈が柔らかかったものの、葉の枚数は変わ
らず、平年並みの生育となる見込み。最初は
L中心、若干M多めとなるが、4月中旬ごろ
には2Lも徐々に出てくる。

その他の野菜
品目 県名 産地 生育・出荷情報

ブロッコリー

埼玉 埼玉岡部
春作は生育に問題なく、3月の冷え込み
の影響はあるが、4月の天候が良ければ
出荷量は平年並みの予想。4月中旬に
ピークを迎える。

愛知
愛知

みなみ 
( 田原 )

秋冬作最終の品種は4月上旬最後の
ピークを迎える予定だが、3月下旬の降
雨の影響で減少する可能性あり。中旬に
は春物への切り替えあり、軸の太い品種
が中心となる。春作は病害なく生育順調。

アスパラ

栃木 なすの
（湯津上）

昨年秋の高温により、養分転流がうまく
いかず作柄についてはあまり良くない見
込み。4月の出始めから太物が出てきて
欲しいところだが細物中心のため、出荷
量は前年より減少。

長崎 壱岐市
昨年秋の高温により、養分転流がうまく
いかず作柄についてはあまり良くない見
込み。株の高齢化により出荷自体が鈍く、
前年に比べると少ない見込み。

ごぼう 熊本 菊池地域

播種直後の乾燥により発芽勢にバラつき
が見られたものの、栽培環境に恵まれ順
調な生育となった。寒波の影響で生育の
遅れも見られたが、3月の気温上昇とと
もに肥大が促進されており、例年より1
週間程度の遅れとなっている。上旬の中
心階級は2L～ L、中旬以降については、
気温の上昇とともに肥大が促進され中心
階級が2L～3Lへとシフトする見込み。

いんげん 沖縄 沖縄県
農協

生育順調。前進傾向にあり、4月は最
後のピークに入る。数量は平年並みを
見込む。

そらまめ 長崎 -
生育は概ね順調。降雪の影響で数量が
少なかった前年に比べ大幅増の予想。数
量の増加は4月後半から。

スナップ
えんどう 愛知 豊橋

暖冬による前進出荷を受け、4月はだら
だらした出回りが予想される。数量は前
年に比べ少ない見込み。

たけのこ 国産 -

当初暖冬の影響から平年と比較して出荷
が前倒しとなる見通しであったが、九州
の3月の冷え込みと例年にない長雨の
影響で出荷が遅れている。3月下旬に
ピークが来る予想であったが4月にずれ
込むため、4月の出荷は期待できる。た
だし、雨で収穫できない生産者が多くサ
イズは大玉傾向となる見込み。

ふき 愛知 あいち
知多

病害虫の発生もなく生育は順調。4月上
旬頃までピークとなりその後、落ち着く
見込み。


